
えびの市社協は法人化 50周年という節目を迎えることができました。
これまで支えてくださったすべての方のご理解ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
これからも『お互いに支えあいながら、安心して暮らすことができる地域づくり』を

目指してまいります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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第99号
令和5年9月20日

社会福祉法人
えびの市社会福祉協議会社社協協だよりだより

えびの市社会福祉協議会のホームページえびの市社会福祉協議会のホームページ
https://www.ebino-shakyo.jp/https://www.ebino-shakyo.jp/
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～社会福祉大会～～社会福祉大会～
　令和 5 年 8 月 3 日、第 16 回えびの市社会福祉大会
を開催いたしました。この大会は、長年社会福祉の発
展に功労のあった方々を顕彰し、なお一層の活躍を期
待するとともに、えびの市の福祉の更なる発展に向け
た啓発を図る機会とすることを目的としています。
　今回は、社会福祉事業協力者 79 名、社会福祉事業
功労者 39 名、高額寄付者 14 名、合計 132 名の方へ
表彰状および感謝状を贈呈いたしました。表彰と基調
講演が行われた後、飯野・加久藤中、飯野高校の吹奏
楽部の皆様より、迫力ある演奏をしていただき和やか
な雰囲気のもと、大会を終えることができました。

　基調講演では、九州大谷短期大学 中村秀一先生より
「地域共生社会の実現へ向けた関係者と住民の役割」
を演題として、この地で安心して生きるための課題と
方法についてユーモアを交えて講演をいただきました。
　共生社会の実現のためには、「集まって、見守って、
助け合う仕組み」をつくることが大切であるということ
でした。住民が孤立しないように、身近な地域で、み
んなでつなぐ、つながる仕組みを考えることが大切で
あると感じました。

受賞されました皆様方、誠におめでとうございます。受賞されました皆様方、誠におめでとうございます。
また、ご来場いただきました306名の皆様、誠にありがとうございました。また、ご来場いただきました306名の皆様、誠にありがとうございました。

開催しませんか？
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　えびの市では、地域福祉の推進は地域住民で支えることを目的に地域福祉進員を配置しています。
　年 2 回程度、中学校区ごとに行われる地域福祉推進会議では、地域の課題や困りごとについて自治会長、民
生委員児童委員、域福祉推進員で協議検討することを目的に、下記の日程で開催されました。
　今年度は、「地域福祉における防災力の強化」について話し合いました。ご出席の皆様方、大変お疲れさま
でした。有事の際に防災力が発揮されるのは、日常のコミュニティが重要です。今回の内容をぜひ、地域福祉、
地域防災に生かしていただけたら幸いです。
7月19日㈬ 真幸地区～真幸体育館　　　　　　　　　　7月21日㈮ 加久藤地区～えびの市社会福祉協議会
7月26日㈬ 上江地区～上江地区コミュニティセンター　7月31日㈪ 飯野地区～飯野地区コミュニティセンター

令和５年度　第１回地域福祉推進会議の開催報告

「助け合い取り組みについて」のアンケート結果について

　えびの市では、高齢化率 44％を超え、超高齢化社
会に突入しています。新型コロナウイルス流行によ
り、地域の集まりの場や行事ごとも減り、このまま
では地域の絆が衰退してしまうのではないかととて
も懸念されます。自分たちの将来へどう向き合うか、

「今できる事！やるべき事！」は何なのか、地域の皆
さんと共有することが必要です。　社会福祉協議会
では、まずは、地域で集まりの場を設け、意見交換
することが第一歩ということで、希望地区に対して、
住民座談会を開催いたします。開催を希望する自治
会は、ぜひ、社会福祉協議会までご連絡下さい。

【生活支援仕組みづくり】
できる人が、できる時に、できる
事をやればいい。その時が、あな
たの活躍の場！

【居場所づくり】
世間話からいろんな生活課題が
見えてくる早めの困り事解決の
入り口！

内　容　１． 自分の地域を知ろう

　　　　　２． これから求められる助け合い ・支え合いの地域づくりとは

　　　　　３． 自分の地域についてみんなで語り合おう

開催しませんか？
住民座談会を

　令和 5 年 2 月～ 3 月、「助け合い取り組みについて」アンケートを実施いたしました。約 1,200 名の住民の方々
へアンケートを配布し、781 名の方の回答をいただきました。貴重なご意見をいただきありがとうございました。
　今回の助け合いアンケートから見えてきたことは、ほとんどの方が、近隣のことを気にかけながら生活をされ
ている、そして、将来自分たちの暮らしに不安を感じているという事です。今後、自治会内での日常生活の困り
事の解決のために、どのような仕組みがあれば良いですかという質問に対して、お互い手助けする仕組みが必要
と回答した方が、全体の 4.5 割、また気軽に話や相談ができる集まりの場が必要と感じている方が、全体の 3 割、
多くの方が地域に助け合いの仕組みづくりが何かしら必要と感じているとの結果でした。



　令和 5 年 7 月 13 日、文化センターホールを会場にして、高齢者クラブ会員約
300 名の参加のもとに、合同研修会が開催されました。第一部では、開会行事、
第二部で講演が行われ、今回は「交通事故やうそ電話詐欺から高齢者を守る！」
と題して、えびの警察署　地域交通課の坊屋敷靖輝様（えびの市出身）に御講演
いただきました。第三部では、高齢者学級の発表で、「舞踊」・「カラオケ」・「レク
ダンス」を披露して頂き、最後に、水流・東内竪神楽保存会の方々による「田の
神舞」を演じて頂き大盛況でした。
　また、舞台の生け花は生け花教室皆さんの作品です。手芸教室の方々の作品は
ロビーに展示されました。

　現在、えびの市高齢者クラブ連合会は、市内４６自治会に組織されており、東部支部（飯野・上江地区）、中央支部（加
久藤地区）、西部支部（真幸地区）の 1,546 名の会員で構成されています。
　高齢者クラブ活動は「健康」・「友愛」・「奉仕」をテーマとし、高齢者の生きがいづくりと健康づくり・仲間づくりを
目的に日々活動しています。
　高齢者クラブへの加入は、概ね 65 歳以上の方なら誰でも入会できます。各地区の会長さんへご相談下さい。
また、自治会に組織がない場合は、新たに 10 名以上集まれば、クラブを組織することも可能です。
　高齢者にとって、地域の方々との助け合いや仲間づくりは今後重要です。是非、ご検討して下さい。
　年間通して、様々な教室やスポーツ大会・イベント等、楽しい催し物が開催されてます。
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令和５年度　社会を明るくする運動　標語優秀賞
小学生の部
〇 思いやり　人を大切に　親切に
　　飯野小学校 6 年　 平

ひら

　岡
おか

　莉
り

　央
お

〇 差別のない　平等な社会　　　
　　上江小学校 6 年　 外

ほか

　屋
や

　綾
あや

　蘭
か

〇 町づくり　人権侵害　なくしましょう
　　加久藤小学校６年　常

じょう

　明
みょう

　慶
けい

　樹
たつ

〇 いじめはね　みているだけじゃ　共犯だよ
　　真幸小学校６年　大

おお

　畑
はた

　　　結
ゆい

〇 人と人との関わりを支え合う手を地域から
　　岡元小学校６年　藤

ふじ

　島
しま

　優
ゆ

　維
い

小学生の部
〇 あいさつは　みんなのこころが　あたたまる
　　真幸小学校６年　　前

まえ

　田
だ

　莉
り

　子
こ

高校生の部
〇 一人一人が　幸せと思える　社会に
　　飯野高等学校３年　 山

やま

　村
むら

　凛
りん

　斗
と

中学生の部
〇 争いは　自分と相手を　傷つける
　 　飯野中学校３年　 下

しも

　原
はら

　流
りゅう

　星
せい

〇 世界平和を　目指そうよ
　　上江中学校３年　　中

なか

　園
ぞの

　紗
さ

　乃
の

〇 みんなでね　協力すれば　変わるはず
　　加久藤中学校３年　 境

さかい

　田
だ

　希
のぞ

　実
み

〇 若者が　未来をつくるよ　新時代
　　真幸中学校３年　 山

や ま の う ち

之内　真
ま

　緒
お

中学生の部
〇 行動起こし　社会を明るく変えていこう
　　飯野中学校３年　 朝

あさ

　留
どめ

　悠
ゆう

　斗
と

〇 笑顔　世界一な　えびの市
　　上江中学校３年　 野

の

　間
ま

　さくら
〇 助け合おう　全ての人の笑顔のために
　　加久藤中学校３年　 本

ほん

　多
だ

　琉
りゅう

　誠
せい

〇 なにげない人の優しさ　気づきたい
　　真幸中学校３年　 田

た

　畑
ばた

　も　も

えびの市更生
保護女性会長賞

えびの地区
保護司会長賞

高齢者クラブ合同研修会が開催されました
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新役員体制

令
和
四
年
度

決
算
報
告

会費・寄付金
8,684,226
4.9%雑収入・

利息収入
2,074,633
1.2% 

積立資産取崩し収入・
その他の活動による収入
5,438,462 　3.1% 

市・県補助金
33,662,664
19.0% 

市・県受託金
36,281,164
20.5%

事業収入
介護保険
自立支援

91,162,857
51.4% 

177,304,006
単位：円

事務費
18,755,695
10.9%

事業費
18,771,590
10.9%

助成金
2,933,450
1.7%

固定資産取得支出
1,109,944　0.6% 積立金積立支出・

その他の活動による支出
5,417,249　3.1%

人件費
125,243,031
72.7%

172,230,959
単位：円

令
和
五
年
度

予
算
報
告

175,007,000
単位：円

市・県補助金
41,544,000
23.7%

市・県補助金
41,544,000
23.7%

市・県受託金
33,846,000
19.3%

会費・寄付金
7,950,000　4.5%

前期繰越資金残高
9,351,000　5.3%

雑収入・
利息収入
782,000
0.4%

81,534,000
46.6%

事業収入
介護保険
自立支援

人件費
123,930,000
70.8%

事務費
21,414,000
12.2%

事業費
22,441,000
12.8%

助成金・その他の支出
1,840,000
1.1%

積立資産支出
その他の活動による支出
5,382,000　3.1%

175,007,000
単位：円

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

会費のご協力ありがとうございます。
会費は下記事業の一部として使われています

　　　　　相談支援事業 心配ごと相談、無料法律相談、無料公証人相談

　地域福祉サービス事業 地域支え合い事業、地域福祉推進活動、
ボランティアセンター事業、在宅介護者のつどい、こども宅食事業、
お出かけサロン事業、福祉団体支援事業、福祉教育推進事業

　マイクロバス運行事業 福祉団体や自治会等の研修

介護機器リサイクル事業 介護機器、車椅子、ベッド等の貸出
（緊急時及び短期利用に限る）

 福祉サービス利用支援事業 日常生活自立支援事業
（物忘れなどの不安のある方等を対象に金銭管理）

　　　　　　その他事業 地域見守り活動事業、広報誌発行事業、法外援助事業、
ホームページ管理・情報発信、生活困窮（者）世帯への支援　等

◆理　事　会　長　瀨戸崎惠子　　　副会長　上野　憲昭　　　◆監事
宮久保辰二　　宮浦　佳紀　　園田　軍志　　　  　　  堀川　純一
黒木　良二　　御手洗英次　　大野みり子　　　  　　  中尾　浩子

　令和５年６月２７日任期満了に伴う役員の一斉改選が行われました。　
　新体制のもと役職員一丸となり、皆様が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを
目指してまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
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区分 氏　　名 金額 区分 氏　　名 金額 区分 氏　　名 金額
企業 ･
篤志家 美 坂 工 業 5,000 企業 ･

篤志家 慈 光 院 10,000 企業 ･
篤志家 新 光 工 業 ㈱ 5,000

〃 大 阪 屋 ド ラ イ 3,000 〃 豊 田 商 事 ㈱ 5,000 〃 大 溝 原 簡 易 郵 便 局 5,000
〃 ㈲ 杉 元 ボ ー リ ン グ 工 業 5,000 〃 上 水 順 子 3,000 〃 那 須 美 容 室 2,000
〃 正 一（ 中 華 料 理 ） 10,000 〃 中 原 良 子 2,000 〃 住 吉 商 店 5,000
〃 ㈲ 永 田 生 花 店 3,000 〃 川 畑 商 店 5,000 〃 加 久 藤 温 泉 3,000
〃 遠 目 塚 木 材 工 業 5,000 〃 山 口 哉 美 3,000 〃 栗 下 簡 易 郵 便 局 5,000
〃 ㈲ ヤ マ チ ュ ウ 青 果 10,000 〃 鶴 田 ミ イ 子 5,000 〃 明 石 酒 造 ㈱ 10,000
〃 白鳥自動車整備工場 3,000 〃 藤 崎 典 子 3,000 〃 ㈱ ナ ン キ ュ ウ 3,000
〃 東 祐 利 養 鶏 場 5,000 〃 平 田 サ ワ 子 3,000 〃 長 谷 ス ト ア 5,000
〃 飯 野 食 品 10,000 〃 小 川 　 博 3,000 〃 バイクショップえびの 3,000
〃 角 井 商 店 1,000 〃 老 人 ホ ー ム 真 幸 園 5,000 〃 称 楽 寺 10,000
〃 中 華 料 理 天 龍 2,000 〃 焼 肉 の に こ に こ や 3,000 〃 吉 留 建 設 ㈱ 5,000
〃 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 5,000 〃 ㈱ 吉 元 組 5,000 〃 ㈲ え び チ ャ ン 本 店 3,000
〃 え び の 電 子 工 業 ㈱ 10,000 〃 松 下 総 合 設 備 ㈱ 5,000 〃 鬼 塚 敏 勝 5,000
〃 か ー る ぼ っ く す 1,000 〃 便 元 　 益 男 3,000 〃 井 上 洋 子 3,000
〃 え び の 涼 風 園 10,000 〃 やまもと鍼灸整骨院 1,000 〃 川 越 石 油 5,000
〃 徳 応 寺 10,000 〃 えびの総合サービス 1,000 〃 さ つ ま 屋 2,000
〃 高 田 金 物 店 10,000 〃 喜 多 朗 2,000 〃 ㈲ 一 休 草 庵 10,000
〃 松 岡 酒 店 5,000 〃 あ き も と 化 粧 品 店 3,000 〃 鬼 脇 千 代 子 5,000
〃 上 原 新 聞 店 3,000 〃 源 照 寺 10,000 〃 本石自動車整備工場 3,000
〃 伊 地 知 室 内 装 飾 5,000 〃 え び の カ メ ラ 1,000 〃 玉 泉 館 5,000
〃 川 野 金 物 店 5,000 〃 大木場自動車整備工場 3,000 〃 ㈱ フ ァ ー ム テ ッ ク 5,000
〃 ㈲ 林 事 務 機 10,000 〃 美 容 室　 聖 子 1,000 〃 ㈲ 福 田 自 動 車 工 業 2,000
〃 西 園 プ ロ パ ン 10,000 〃 吉 田 理 容 2,000 〃 原 工 業 5,000
〃 東 商 会 5,000 〃 い こ い 荘 2,000 〃 井 尻 眼 科 医 院 5,000
〃 三 幸 ラ ー メ ン 5,000 〃 メ ナ ー ド 化 粧 品 店

中村守子 3,000 〃 ㈱ 十 兵 衛 10,000
〃 メ モ ワ ー ル 3,000 〃 京 町 共 立 病 院 10,000
〃 山 路 自 動 車 2,000 〃 す み れ 薬 局 5,000 〃 松 尾 旅 館 3,000
〃 上坂自動車整備工場 3,000 〃 若 葉 ク リ ニ ッ ク 10,000 〃 伊 堂 寺 商 店 5,000
〃 大 河 平 簡 易 郵 便 局 3,000 〃 ㈲ 渡 邊 産 業 2,000 〃 田 之 上 精 肉 店 3,000
〃 ㈱ 丸 正 フ ー ズ 10,000 〃 白 石 石 油 ㈱ 5,000 〃 シルバーケアーステーション 5,000〃 ラ イ フ サ ポ ー ト 5,000 〃 伊 地 知 自 動 車 5,000 ほうよう
〃 サ ン ラ イ ズ ㈱ 5,000 〃 ㈲ 那 須 自 動 車 5,000 〃 中 利 缶 詰 ㈱ 5,000
〃 池 田 商 店 3,000 〃 高 牟 礼 宏 邦 5,000 〃 京 町 こ ど も 園 5,000
〃 伊 藤 旅 館 3,000 〃 楽 壷 ( 居 酒 屋 ) 5,000 〃 外 宮 建 具 店 1,000
〃 中 西 プ ロ パ ン 商 会 3,000 〃 西 田 順 二 10,000 〃 貴 嶋 農 園 2,000
〃 柊 山 水 道 設 備 3,000 〃 ㈱ハヤカワ

コーポレーション 5,000 〃 吉留ブロック工業所 3,000
〃 ㈲ 原 口 石 油 3,000 〃 上 江 簡 易 郵 便 局 3,000
〃 羽 田 野 自 動 車 整 備 工 場 3,000 〃 ㈲ 迫 田 石 油 10,000 〃 食 膳 　 響 3,000
〃 岩 本 自 動 車 販 売 5,000 〃 ㈱ マ ル エ イ 3,000 〃 ㈱ 小 財 ス チ ー ル 5,000
〃 井 川 原 　 勉 3,000 〃 南 九 州 福 山 通 運 ㈱ 5,000 〃 渡 辺 医 院 5,000
〃 ㈲ジュンモータース 5,000 〃 真 幸 寺 10,000 〃 大 門 サ イ ク ル 商 会 5,000
〃 順 生 寺 5,000 〃 阪口自動車整備工場 5,000 〃 尾 山 商 店 3,000
〃 田 代 温 泉 1,000 〃 カールショップシバ 2,000 〃 真 幸 認 定 こ ど も 園 5,000
〃 シャンティ宮崎工場 5,000 〃 あ け ぼ の 荘 5,000 〃 阿 多 治 療 院 5,000
〃 宮 崎 生 コ ン ㈱ 5,000 〃 川 上 写 真 館 2,000

〃 ㈲大地村コーポレーション
慶 み ん ラ ー メ ン 3,000〃 松元自動車整備工場 10,000 〃 徳澄司法書士事務所 10,000

会員会費ご協力者名簿　（企業・篤志家・団体）　　　　　　　（敬称略）単位 : 円

　えびの市自治会連合会を通じて、自治会長及び班長さん方のご協力と、市民の皆様方のご理解により社会福祉協議
会会員会費へご協力をいただきました。厚くお礼申し上げます。
　また、企業・篤志家の皆様方には、特別会員として更に賛助会費へのご協力を賜り深く感謝申し上げます。
　皆様方からお寄せいただいた会費は、市民の為の社会福祉事業の財源として大切に活用させていただきます。
　今後とも、ご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

64 自治会からの実績額 　　　　　  2,913,000 円
企業・篤志家・団体からの実績額　　1,250,000 円

令和4年度 社会福祉協議会会員会費実績報告

合計額 4,163,000 円
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区分 氏　　名 金額 区分 氏　　名 金額 区分 氏　　名 金額
企業 ･
篤志家 五 日 市 簡 易 郵 便 局 3,000 企業 ･

篤志家 フ ェ ミ ニ ン 2,000 企業 ･
篤志家 え び の 市 社 協 職 員 一 同 69,000

〃 ㈲山下事務機えびの支店 5,000 〃 ㈱ オ ー ム 工 業 5,000 〃 匿 名 7 件 16,000
〃 田 内 四 朗 3,000 〃 床 屋 し ょ う な ん 5,000 以下は名前のみの方です
〃 ㈲ と き わ ぎ 保 険 5,000 〃 ＮＥＸＴ松栄えびの店 5,000 〃 し ま や 家 具
〃 え び の 整 形 外 科 10,000 〃 美 容 室 Riz HAIR 3,000 〃 萩 原 　 利 典
〃 クリ ー ニ ン グ シ ョップ か し わ ぎ 1,000 〃 ヘアーサロンやました 3,000 〃 み や こ 屋
〃 押 領 司　 那 智 子 10,000 〃 ア ポ ロ 企 画 10,000 〃 み は ら ラ ー メ ン
〃 ㈱ 横 山 基 礎 工 事 5,000 〃 ㈱ 大 正 水 流 5,000

〃 ㈱ジェイエイ 10,000 〃 ㈱ 大 木 場 研 磨 5,000 団　体　会　費
えびの市葬祭 〃 稲村自動車整備工場 5,000 団体 えびの市高齢者クラブ連合会 50,000 〃 え び の 焼 窯 元 2,000 〃 え び の 眼 科 20,000〃 稲 尾 リ ー ス ㈱ 1,000 こ だ ま 小 児 科

〃 えびの市自治会連合会 5,000 〃 加 久 藤 印 刷 5,000 〃 ㈲ 美 坂 建 設 10,000
〃 ㈲ 竹 下 建 設 10,000 〃 なかよし認定こども園 5,000 〃 えびの市更生保護女性会 5,000 〃 入佐自動車整備工場 5,000 〃 森 岡 産 業 ㈱ 5,000
〃 遠 目 塚 製 材 所 5,000 〃 え び の 養 蜂 1,000 〃 えびの市民生委員

児童委員協議会 20,000 〃 あ け ぼ の 園 10,000 〃 Ｊ Ａ え び の 市 10,000
〃 ㈲ え び の 装 飾 5,000 〃 ㈱ 福 元 電 設 3,000 〃 えびの市視覚障害者

福祉会 10,000 〃 飯 野 運 送 5,000 〃 え び の 公 善 社 10,000

〃 釜揚げうどんかっぱ 3,000 〃 え び の 福 祉 作 業 所 5,000 〃 えびの市
身体障害者福祉会 20,000 

〃 飯 島 石 油 10,000 〃 ホンダオートえびの 5,000 〃 え び の 市 遺 族 連 合 会 10,000 

〃 山 内 金 物 店 5,000 〃 あ い 薬 局 5,000 〃 えびの市
プロバスクラブ 5,000 

〃 前 田 木 材 ㈲ 10,000 〃 京 町 観 光 ホ テ ル 10,000 〃 え び の 市 史 談 会 10,000 〃 橋 本 整 骨 院 1,000 〃 ㈲ 金 原 重 機 建 設 5,000

〃 山 内 種 苗 店 1,000 〃 加 治 佐 工 業 ㈱ 10,000 〃 えびの市
地域婦人連絡協議会 10,000 

〃 輝 星 ( 居 酒 屋 ) 3,000 〃 トラットリア イルミナンテ 3,000 〃 えびの市赤十字奉仕団 5,000 
〃 畠 田 石 油 店 10,000 〃 川 野 貞 夫 10,000
〃 お 菓 子 の 香 菊 5,000 〃 瀨 戸 崎 惠 子 30,000

未経験者やブランクのある方も大歓迎 !!
利用者の皆様の笑顔のために一緒に働きませんか？

雇用形態　登録職員  （働く時間は調整できます）

募集人員　若 干 名

必要資格　介護職員初任者研修修了者　等

時　　給　1,100 円

内　　容　利用者宅の掃除・洗濯・炊事・介護　等

●不明な点は気軽にお問合せください (^_^)/

本誌への掲載につきましては、企業及びご本人の承諾をいただいた方のみとしております。
掲載している期間：令和 4 年 4 月 1 日 ～ 令和 5 年 3 月 31 日まで

ホームヘルパー募集ホームヘルパー募集
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～日本赤十字社の起源 ・活動～

　日赤の起源は、1877年（明治 10年）明治維新後に起きた西南戦争がきっかけです。激戦地であった
田原坂の戦いでは多数の死傷者を出しました。悲惨な状況に対し、創立者である佐野常民氏は「博愛社」
を設立し、「官軍」、「薩軍」関係なく両軍の傷病者の救護にあたりました。
　1886年（明治 19年）には、日本政府がジュネーブ条約に加入すると、翌 1887年（明治 20年）に
名称を日本赤十字社と改称し、現在に至ります。
　災害時には義援金受付・配分を行い、被災地へ救援物資を届け、医療等の救護を行います。他にも献血、
救急法などの講習会、赤十字病院や社会福祉事業など苦しむ人を救うためあらゆる活動を行っています。

～日本赤十字社～

　えびの市社協は、日本赤十字社（以下、日赤）
えびの市地区の事務担当窓口となっています。
　日赤宮崎県支部と連携し会費や寄付金の募集、
義援金・救援金の受付、日赤が展開する災害救援
活動の支援や救援物資の保管・管理、救命講習な
どの事業を推進しています。
　具体的には、火災後の必要物資の支援や、幼児
救急法の講習会、炊き出し訓練等を行っています。

～えびの市社協の役割～

～活動資金へのご協力～活動資金へのご協力

ありがとうございます～ありがとうございます～

令和 4年度実績報告

実績額：4,031,600 円

ご協力いただいた皆様ありがとうございました。
今後ともご理解ご協力を宜しくお願いいたします。

＊今年度の日赤会費の受入期間は令和 5年 4月 1日より令和 6年 3月 31日までです。

日本赤十字社マスコット
キャラクター　ハートラちゃん
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地区名 寄付者氏名 故人名 年齢 金　額 地区名 寄付者氏名 故人名 年齢 金　額
田 代 永 井　 康 忠 房子 95 30,000 町 久保園　圭子 英一郎 58 20,000 
駅 前 冨永　璃久子 篤美 91 30,000 池 島 新原　ヨシ子 光夫 94 30,000 
大 明 司 絵 柳　 法 男 真知子 74 30,000 栗 下 絵 柳　 正 人 房江 86 20,000 
上 上 江 堀　 ツ ユ 忠男 98 30,000 下大河平 黒 川　 康 信 フミノ 97 30,000 
下 浦 福 永　 馨 淳美 77 30,000 西 の 上 西鶴　まり子 ミエ 104 30,000 
下 浦 川 畑　 正 一 正幸 100 50,000 南 原 田 眞竹　万里子 俊成 83 50,000 
上 浦 池牟礼　速巳 みつ江 70 30,000 苧 畑 西 原　 義 信 クミ 89 20,000 
中 島 津 曲　 弘 志 ヨシ子 93 30,000 中 島 大牟田美枝子 幸治 74 30,000 
灰 塚 春野　幸一郎 芳子 95 30,000 堀 浦 川 野　 信 夫 トシ子 78 10,000 
栗 下 明 石　 茂 子 春海 90 50,000 大 明 司 山 下　 勝 キミエ 94 20,000 
出 水 末 継　 広 子 竹村　忠則 81 20,000 東 川 北 廣 澤　 勝 美 山下　スミ 94 30,000 
飯 ） 麓 吉 村　 義 男 エミ子 89 30,000 中 島 岸 田　 實 節子 80 50,000 
駅 前 田 之 上　 博 哲男 94 10,000 京 町 市田　シヲリ 政瑠 95 50,000 
東 内 竪 山 口　 栄 シノブ 99 20,000 京 町 溝 上　 伸 二 安奈 28 10,000 
栗 下 繪 柳　 俊 郎 裕一 49 50,000 駅 前 津 島　 エ ミ 龍一 94 30,000 
東 川 北 吉 元　 久 子 西吉アキエ 98 20,000 前 田 岩田　ノリ子 信一 88 20,000 
南 岡 松 山 王　 和 子 邦美 92 10,000 中 上 江 黒 江　 洋 子 操 92 30,000 
南 岡 松 郡 元　 道 男 澄枝 93 30,000 白 鳥 海 蔵　 優 一 トミヨ 86 30,000 
下大河平 有 尾　 葉 子 文箭　繁子 95 20,000 前 松 原 末 吉　 優 露子 97 50,000 
堀 浦 川 野　 清 重 ツルエ 98 5,000 栗 下 萩原　ナミ子 隆夫 86 30,000 
東 の 上 松 田　 定 信 貞利 94 30,000 水 流 迫 口　 清 幸 清次 91 20,000 
下 島 内 金 田　 好 弘 功 100 20,000 加 ） 麓 篠原　亜矢子 清澄 67 30,000 
上 上 江 米 原　 良 則 本坊　ユミ 95 30,000 上大河平 成田　キミエ 登 92 20,000 
上 向 江 山口　フクミ 和一 80 10,000 杉 水 流 小 吹　 敏 博 セツ 96 50,000 
京 町 大 門　 健 二 トシ子 97 30,000 東 内 竪 溝 口　 敬 子 威津男 83 10,000 
西 上 江 杉水流タカ子 征弘 82 20,000 一部掲載
五 日 市 溝 尻　 安 秀 スミヱ 98 30,000 匿 名 20,000 

敬称略（単位：円）香 典 返 し

一 般 寄 付
地区名 氏　　　名 金　額 地区名 氏　　　名 金　額

市 内 緒方　勝造 20,000 市 内 いきいき女性アドバイザー 17,885

市 内 谷山ヒサ子（プリンス千草） 10,000 市 内 えびの電子工業株式会社 10,000

市 外 ㈱丸誠電器 100,000 市 内 えびのライオンズクラブ 329,112

市 内 桑原　十郎 30,415 以下は一部掲載の方々です

市 内 加久藤地区ふれあい女性学級 26,826 匿　名 2,800

敬称略（単位：円）

敬称略（単位：円）

地区名 氏　名 品　　　名 地区名 氏　名 品　　　名
市 内 久木田　和子 車イス3台 市 内 泉　幸一 ハガキ20枚

市 内 山口　フクミ 紙おむつ 市 内 川路　勝郎 車いす

市 内 廣澤　久美子 シャンプー、化粧水、尿パッド、食品等 市 内 井料田　善和 紙おむつ

市 内 海蔵　優一 紙おむつ 市 内 溝口　敬子 尿パッド、紙おむつ

市 内 馬越脇　琢磨 衣類、紙おむつ 市 内 匿　名 電動ベッド

上記の皆様より「社会福祉事業に役立てて下さい。」と心温まるご寄付をいただきました。
皆様のご厚意に深く感謝申し上げます。

掲載につきましては、寄付者の意向を確認した上で掲載しています。
掲載期間は、令和 5 年 1 月から令和 5 年 6 月 30 日までに、ご寄付いただいた分です。

善 意 銀 行



お気軽にご相談下さい。秘密は守ります。お気軽にご相談下さい。秘密は守ります。
心配ごと相談所
　　相 談 日：毎週水曜日
　　相談時間：午後1時30分〜午後4時30分まで（受付は4時まで）
　　場　　所：えびの市総合福祉センター（相談室）
　　相談内容：何でも相談受け付けます。

無料法律相談（弁護士）
　　相 談 日：毎月第 3木曜日
　　相談時間：午後 1時 30 分〜午後 4時 30 分まで
　　場　　所：えびの市総合福祉センター（相談室）
　　※事前に予約が必要です。電話 35− 2800（社会福祉協議会）

人権相談・行政相談
　　相 談 日：毎月第１水曜日
　　相談時間：午前 10時〜午後３時まで
　　場　　所：市役所　会議室

えびの市女性相談所
　　相 談 日：月曜日〜金曜日
　　相談時間：午前 9時〜午後 4時まで
　　原則として電話相談（面談も可）

配偶者やパートナーからの暴力
（ＤＶ）・セクハラ・生き方・人
間関係など様々な問題を抱えて
どうしたらいいかわからない…

公証人による遺言等無料相談
　　内　　容：相続・遺言・任意後見契約・尊厳死宣言・
　　　　　　　賃貸借契約・離婚給付契約等の公正証書
　　　　　　　作成に関する相談
　　相 談 日：奇数月の第 4木曜日
　　相談時間：午後 1時 30 分〜午後 4時まで
　　場　　所：えびの市総合福祉センター（相談室）
　　※事前に予約が必要です。電話 35− 2800（社会福祉協議会）

あんしん相談事業

えびの市社会福祉協議会　☎ 3 5 - 2 8 0 0

令和 5 年度保存版

0120-123-693（フリーダイヤル）

福祉全般や日常生活上の困りごとの相談に
電話や来所にて対応します。

相 談 日：月曜日～金曜日
相談時間：午前 8時 30 分～午後 5時まで


